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写真提供：福岡市

年間取扱（平成28年確定値）

335,930 TEU

年間取扱（平成28年確定値）

481,642 TEU

年間取扱（平成28年確定値）

817,572 TEU
※博多港全体 897,124TEU

香椎パークポート コンテナターミナル
岸壁：水深－13m

総延長600m（300m×2バース）
ガントリークレーン：4基
荷役方式：ストラドルキャリア

アイランドシティ コンテナターミナル
岸壁：水深－14m（１バース）－15m（1バース）

総延長680m（2バース）
ガントリークレーン：5基
荷役方式：トランスファクレーン
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博多港国際コンテナターミナルでは、６社のターミナルオペレーターが
共同で利用しています。
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20年で約4倍

慢性的な渋滞が発生
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箱崎CT

香椎CT

・博多港利用者（荷主）の競争力低下

・物流コストの増加

・計画出来ない物流

・トレーラーの回転効率悪化

・不透明なリードタイム

・毎日100台以上のトレーラー渋滞

・ゲート到着まで平均2時間
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● ゲート混雑の主な要因

・輸入引取りに必要な事務手続き未完了

(例) 税関処理などの行政手続き未完了
海上運賃未入金 等

・輸入引取り シャーシサイズ違い

・場所間違い

(例) 箱崎にあるのに香椎に並ぶ

コンテナ情報の不足

福岡市港湾局（現 港湾空港局）・博多港コンテナターミナルオペレーター会・
九州トラック協会海上コンテナ部会博多港支部・博多港ふ頭株式会社で渋滞問題
解決に向けた協議を開始
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博多港国際コンテナターミナルでは、ターミナルでの作業を効率的に行うため
ターミナルシステム「KACCS」を導入している
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別システムHiTS

コンテナ情報

・コンテナサイズ
・蔵置場所（CY）
・行政手続き情報
・事務手続き情報等

KACCS

博多港コンテナターミナルオペレーター会の協力のもと、KACCSの中にあるコンテナ情
報を取込みインターネットで公開するサービスを構築
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※顧客（荷主名・金額等）に関わるような情報は取り込んでいません



2000年11月 HiTSサービス開始

開発主体（当時） 福岡市港湾局・博多港コンテナターミナルオペレーター会
九州トラック協会海上コンテナ部会博多港支部
博多港ふ頭株式会社
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9

※HiTS ver2以降 コンテナ番号検索でのフリータイム表示は行っておりません。



◎ゲート混雑の解消

◎混雑解消・見込み配車不要によるトレーラー回転率の向上

◎情報確認のための電話問合せ約95％減（100件/日⇒5件/日）

◎情報の可視化による作業効率性の向上

◎トレーラーの渋滞解消による環境負荷低減

◎ゲート受付処理時間の短縮 4分⇒1分（HiTS ver2以降）
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2013年9月 HiTSスマートフォン対応
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※スマートフォン対応開始時の案内



スマホから引取作業の
作業番号を選択(ドライバ)

確実に搬出される情報を事前
に取得することで、トレー
ラーによるコンテナの搬出入
が早くなるだけでなく、ター
ミナル内の効率化も図ること
ができる。

ターミナルから10km圏内 ターミナルから5km圏内
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